
朝日丘地域会議からの
答申について

令和４年１２月８日 朝日丘地域会議
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朝日丘地域会議への諮問

●テーマ

カーボンニュートラル実現に向けた

地域や家庭での環境配慮行動の促進

・温室効果ガスの排出量と吸収量を均衡させること

⇒つまり、排出量を全体としてゼロにすること

・１２０以上の国と地域が「２０５０年カーボンニュートラル」という目標を掲げている

●内容

家庭や地域で、一丸となって取り組める環境配慮行動の提案
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朝日丘地域会議からの答申

３つの目指す姿

令和４年８月の地域会議において諮問を受け、

９月から１１月の地域会議で協議を行い、答申をまとめました。

①水道・電気使用量の削減やごみ減量を意識している地域

②近場の移動は車に乗らない地域

③カーボンニュートラルを身近に感じて学べる地域

この実現に向けて、家庭・地域が一丸となって取り組む
環境配慮行動を提案します。 3



朝日丘地域会議からの答申

環境配慮行動（１）

①-1 区民会館の設備更新

①水道・電気使用量の削減やごみ減量を意識している地域

・身近な公共的施設である区民会館の設備を整備

（例）照明ＬＥＤ化やエアコンの更新

節水機器への更新

太陽光パネル・蓄電池の設置

・設備の整備は市の支援が必要

→地域住民が節水・節電を意識する 4



朝日丘地域会議からの答申

環境配慮行動（２）

①-2 レジ袋の代わりに豊田市指定ごみ袋の利用

①水道・電気使用量の削減やごみ減量を意識している地域

・スーパーでレジ袋を購入する人に対して、

豊田市指定ごみ袋を販売または配布

・市によるレジ用の指定ごみ袋の作成が必要

→・小さめサイズの指定ごみ袋は、ごみの排出

量が少ない人にとって使い勝手が良い

・レジ袋の再利用率の上昇 5



朝日丘地域会議からの答申

環境配慮行動（３）

②-1「マイカー年休運動」の実施

②近場の移動は車に乗らない地域

・「毎月〇日等のマイカーを使わない」

・徒歩・自転車・公共交通機関の利用を推進

・地域住民の意識を「車に乗らない」ではなく、

「健康のために歩きたい」と変換できるような

啓発活動を実施
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朝日丘地域会議からの答申

環境配慮行動（４）

②-2 万歩計アプリの活用

②近場の移動は車に乗らない地域

・ポイントが付与される万歩計アプリの周知

→健康意識+環境意識の向上に貢献

・アプリを活用し、新しい博物館をゴールに

するウォーキングイベント等を開催
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朝日丘地域会議からの答申

環境配慮行動（５）

②-3 朝日丘循環バスの整備

②近場の移動は車に乗らない地域

・交通事業者、市とが連携して、朝日丘地域

（特に美術館や新しい博物館）や豊田市駅を

つなぐバスを運行

・地域住民で構成される協議会を設置

・路線は地域住民の利便性が向上するよう工夫
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朝日丘地域会議からの答申

環境配慮行動（６）

③-1 ＳＮＳフォトコンテストの実施

③カーボンニュートラルを身近に感じて学べる地域

・地域の子ども・若者向けイベントの実施

（例）カーボンニュートラルに関連した写真

をＳＮＳ上に投稿する

→若い世代の取組は地域の高齢者にも伝わる
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朝日丘地域会議からの答申

環境配慮行動（７）

③-2 ごみを使ったアートコンテストの開催

③カーボンニュートラルを身近に感じて学べる地域

ごみを集めてポイントを競う「スポＧＯＭＩ」

＋

朝日丘にある「美術館」

スポGOMIのようす
一般社団法人ソーシャルスポーツイニシアチブＨＰより引用→
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朝日丘地域会議からの答申

環境配慮行動（８）

③-3 植樹イベントの実施

③カーボンニュートラルを身近に感じて学べる地域

・施設周辺での植樹イベントを実施

・対象は地域住民

→環境意識と地域の愛着心を一緒に向上
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朝日丘地域会議からの答申

環境配慮行動（９）

③-4 各自治区にカーボンニュートラル推進委員の設置

③カーボンニュートラルを身近に感じて学べる地域

・環境配慮に関連した「地域スローガン」

・家庭での環境配慮行動をまとめた「アイデア集」

・高齢者向けの勉強会等の調整
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以上、９つの環境配慮行動を
朝日丘地域会議から提案します。
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